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第１章  共通事項 

１－１．一般事項  

１．適用範囲  

本事業は仕様書及び市の指示に準拠し実施する。  

２．設計図書の優先順位  

設計図書の優先順位は、契約時追加変更事項、設計図書の順位とする。  

３．疑義  

設計図書に明記のない場合又は疑義を生じた場合は、市と協議を行う。又、設計図書に明記なくと

も外見上、構造上当然必要と認められるものについては、市の指示に従わなければならない。但し

設計変更とはならない。  

４．官公庁その他への手続き  

作業上必要な諸官公署その他への手続きは、請負者にて遅滞なく行う。それに必要な費用は、本事

業に含む。  

５．発生材の処理  

発生材のうち、特記により引き渡しを要するものは指示された場所に整理の上、調書を添え市に引

き渡す。又、納入物品の梱包材等の処理は受託業者の責任において、関係法令に従い適切に処理を

行う。それに必要な費用は、本事業に含む。  

６．後片付け  

事業完成に際しては、当該事業に関連する部分の後片付け及び清掃を行う。 

 

１－２．提出書類  

１．請負者は、契約後速やかに次の図書を市に提出し、承諾を受けるものとする。  

（１）購入製品一覧  

（２）連絡体制表  

２．請負者は、機器導入に必要な関係官庁への申請書または届出図書が必要な場合、速やかに作成す

るものとする。  

３．請負者は、つぎの図書を一括ファイルし、完成図書として市に提出するものとする。  

（１）承諾を求めたすべての図書  

（２）納品一覧 

（３）その他市が必要と認める書類 

 

１－３．その他  

１．請負者は申請が必要な商品については市と相談の上、申請作業を行うこと。 
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第２章  概 要 

 

 

２－１．事業の目的 

中学校生徒が使用する学習用ソフトウェアライセンスの購入 

 

 

２－２．事業の概要 

本事業にて導入する製品は以下のとおりとする 

 

No 製品名称 数量 

1 生徒用学習ソフトウェア（スクールライセンス） 5 

 

２－３．納入期日 

令和6年5月31日(金) 

 

 

２－４．納品場所 

    笛吹市内
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第３章 ソフトウェア仕様 

No 機器 数量 仕様 

1 生徒用学習ソフトウェア 
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概要 参考製品：ラインズ eライブラリアドバンス 12か月 スクールライセンス ※同等品以上可 

詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調達する製品については、以下の仕様をすべて満たすこと。 

【動作環境】 

・クラウドでの動作を基本とし、データセンターに設置された専用サーバから、各中学校に教材コンテ

ンツについて、インターネットを介して配信するサービスであること。 

・手書き文字認識機能を含め、利用端末にプログラムのインストールを必要とせず、全てのコンテンツ

がブラウザ上で利用可能であること。また、生徒が自分自身で問題文の文字サイズ、間隔、行間、背景

色の調整、変更をすることができること。 

・インターネット環境が備わっていない家庭向けに、搭載している全てのドリル教材及び解説教材をダ

ウンロードし、オフライン環境化でも利用可能なこと。また、教員が配信した課題をダウンロードして

学習できること。 

【コンテンツ】 

・学習指導要領及び笛吹市の中学校で採択されている各社の教科書に対応し、教科書のページ及び単元

名からドリル教材、解説教材、プリント教材を検索・抽出可能なこと。 

・学びなおしの観点から、搭載している問題については小学校1年生から中学校3年生までのドリル教材

を網羅しているものとし、中学校の教科については国語/数学/理科/社会/英語に加えて、保健/体育/技術

/家庭/音楽/美術も搭載されていること。 

・中学校1年生から3年生の国語/数学/理科/社会/英語については各単元の要点をまとめた解説教材を搭

載していること。 

（次ページへ続く） 
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No 機器 数量 仕様 

生徒用学習ソフトウェア 5 詳細 （前ページから続き） 

【機能】 

・授業内容の理解状況を把握するため、クラス単位で単元ごとの確認テスト（単元まとめテスト）が出

題できること。 

・復習と次の学習につなげるために、確認テストの結果及び日頃のドリル学習結果から、生徒一人一人

に個別に自動生成された学年や単元を横断する教材が出題できること。 

・日頃の学習結果から、生徒一人一人に弱点補強、得意伸長につなげる教材が、学年や単元を横断して

リコメンド提示され、すぐに学習に取り組むことができること。 

・学習に対する振り返りや学習内容の質問を教員に対して送信可能なこと。 

【受験対策】 

・中学校の、国語/数学/理科/社会/英語の単元別プリントが収録されており、教科書ページ及び単元名

から検索可能なこと。 

・公立高校過去最新10年間分の入試問題をデータベース化し、問題を地域/年度/教科/難易度/出題形式

等で絞り込んで検索できること。また、問題はPDF形式及びMS-Word形式でダウンロードできること。 

・英語の受験対策として、リスニング問題の音声データを有すること。 

 


